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令和２年４月１日



コンセプト　 
”仕掛ける人に、なれ”

*MIICAで育む5つの力 

01 目標を立てる力 
将来なりたい自分をかなえるために、今の自分が達成すべき目標を適切に立てる力 

02 自分自身を知る力 
いろいろな人との人間関係の中で、自分の実力や価値観などを客観的に見る力 

03 価値を生み出す力 
まわりの人たちと協力しながら知識や経験を組み合わせて、新たな価値を生み出す力 

04 恐れず挑戦する力 
目標達成のために何をすべきか自分で考え、失敗を恐れずにトライアル&エラーする力 

05 自ら知識を得る力 
トライアル&エラーする中で見えてきた、自分に足りない知識を自ら積極的に獲得する力

時代を創り、 
新しい価値を生み出していく人材＝” VISION MAKER ”  
を育成することを目的として教育を行なっています。



◎進学 

・尚美学園大学 芸術情報学部 情報表現学科 美術デザインコース 

・米国留学準備 

◎就職 

・株式会社 水明館 客室係 

◎クリエイター関係 

・フリーランス カメラマン 

・マルチクリイター(モデル・デザイナー・ダンサー) 

◎エンターテインメント関係 

・全力エンターテイメントガールズバンド Gacharic Spin マイクパフォーマー 

・AKIARIM(アイドル)

目標①　初卒業生への進路指導徹底

<教育の目標と重点> 
・令和元年度の重点目標

MIICA初の卒業生として多様な価値観を進路に反映し指導



目標③　生徒による創作活動の活性化

・Adobe Education Forum 2019 プレゼンテーション参加 

・東京消防庁より依頼された火災予防等に係る実験映像の制作 

・SEBIT(東京都専門学校アート＆デザイン展)出品 

・第38回専門学校映像フェスティバル 参加 審査員特別賞受賞 

・AdobeMAX2019 参加

目標②　屋上防水工事による安全対策

◎安全な教育環境の充実を目指し屋上防水工事 

・春から夏にかけて実施 

・夏季の大型台風でも雨漏り等被害なしで済ませることが出来た

目標④　カリキュラムの充実

・プログラミング言語『Python』の全学年指導 

・株式会社Live2D教育機関向けプログラム採用



<教育課程> 
・カリキュラムの特色化と適切性 

　変わり続ける世界の中で、いま必要とされるのは 
「大学受験のためだけの勉強」ではなく 
「変わり続ける世の中に対応しうるチカラ」をもつことである。 

　本校では、知識偏重型の教育を廃し、新しい時代の教育ニーズに応え
るべく、自己表現し自ら未来を切り拓いていく人材となるべきカリキュ
ラムを独自に設定している。 

　具体的には、自分の考えを他者に対して表現する「ヒューマン・コミュ
ニケーション学」や、自分の考えた企画の実現やマネジメント、総合プ
ロデュース力を培う「企画立案・プロデュース学」、デジタルな情報発
信スキル/リテラシーを培う「デジタル情報発信学」など、”クリエイティ
ブ”に生き、自分自身を最大限に表現していくためのスキルを身につけ
る授業科目がある。 

　他にも、学校法人 日本芸術学園の40年にわたる芸術・芸能教育の強
みを生かし、芸術表現（演技/音楽/ダンス/ビジュアル・アーツ/伝統芸
能）を多岐にわたり学習している。 

また、その根幹にある”教養”を、リベラル・アーツや実用英語、メディ
アエンターテインメント学により学ぶ。 

　本校のカリキュラムの特色は、クリエイティブ人材を輩出するための
カリキュラムに特化させていることにある。



<教育環境> 

　・屋上防水工事 

　・生徒用図書の充実

・教育システム全体の工夫と充実度

　1年間のカリキュラムを5クールに分け、生徒の習熟度を測りながら柔
軟に設定している。都度、学校行事活動や外部講師の講演などを取り入
れ、社会と関わる流動的な機会を、定期的に確保している。

<教科指導> 

・指導計画

　MIICAのカリキュラム自体は、博報堂プロダクツの協力のもと設計・
ブランディングを行い、実施している。カリキュラム以外の部分におけ
る生徒への指導についても、MIICAのコンセプトに沿って”考える機会
を設け、教員も共に考えること”を主軸に置いている。

◎成績評価 
　成績評価を細分化し、平常点を「MIICAで育む5つの力」に基づき数値
化している。   
 ◎授業評価 
 　現場経験のある講師を採用し、”実践”に重きを置いて指導を行う。 
 　今後は、教科を一層ハイブリッド化し、教科間での連携を強める。

・成績評価および授業評価



<令和２年度　重点目標> 

　・より生徒の希望を叶えるため進路指導の促進 
　・クリエイターとして様々なことにインスパイアする環境の充実 
　・芸術祭の意義の見直しと工夫

<生徒の活動> 

・生徒の活動 

　生徒は、授業での活動のほか、放課後に部活動や各種コンテストに参加
するなど積極的に表現活動を行っている。 
　今後はさらに表現活動が促進するように、教員側からもさまざまなアプ
ローチを続けていく。

<進路指導> 

・進路相談の充実 

　1年次　カリキュラムによる学習の充実 
　2年次　社会との関わりを活発に持ち、ビジョンを明確化する 
　3年次　進路を実際的に考え、行動に起こす 
　 
　在校生には毎年進路希望調査を取り、一人ひとりの希望を確認。 
　個別面談を行い、希望進路を実現するための方向づけをしていく。

<安全および危機管理>　 

・避難訓練の実施


